
一主党のバイデン氏が勝利した米風大統領

隆挙(確定は1月)だが.選挙賊で判明

したのは.米国社会の分断が修復不可能な觀度

まで進ノVでいるとし、う鄭実だ。

その原因をトランプ大統領に求める詮調もあ

るが.トランプ大統領の出現は.原因というよ

りも結果とゾえるべきであるう。分断の原因は.

グローバル化や移民の増加による雇用の喪失.
奴隷制度に由来する人種差別の激化.自らの利

益を優先する既存政治エリートへの失望と反感

などさまざまな要因が複介

したものだ。そして最大の

要凶は.米絢社会の所得・

資産格差の拡人てはないか。

このような分断は,いつ

頃,どのような饗因により

生じたのだろうかエマニ

ユエル・サエズとガフ'り工

ル・ズックマンの近著つ

くられた格羌(光文ネ幻

を'虎むと.19以)年には上位

100の所IJの合,fは国民所

得の10%程度で.下位50%
゛

の所得は20%であった現

在,上位1%の所得が凶民

所得の20%を占め,、ド位50

06の所1芋は1206と逆転したこの逆車工が始まる

原因は1990年代初頭のレーカン税制だ佃人所

得税の最高税率を引きドげたことと.机税回避

を野放しにして放趣したことが瓜囚た,という

ことが書いてある

レーガン大絖領は.1981年と86年の2期にわ

たり税制改革を行った 2剣註の税制改革は,

課税ベースを拡大しつつ税率を引き下げ.税収

中立の、Fで企業行動を活性化させた点で世界の

お手本となったが,それは法人税の'よである

佃人所得税は.2度の改正により最高税率を

70%から28%へと3分の 1程度にまで減税し

た減税すれぱ勤労意欲が向ト.するというサプ

ライサイドの考え方に基づくものだが,これが

所穏怖差を生む直接の原囚となった。その後ク

リントン氏が引き 1二げたがトランプ氏がさらに

減税,バイデン氏はこれをもとに戻す公約を掲

げているが.その程度で分断が修復するとは思

えない。分断をこれ以上進めないために民主党

内には.'谷裕税のアイデアもくすぷってぃる

もう1つサエズが主張するのは.高所得者向

けの秘税回避商品(タックスシェルター)の斐

延を政府が許容・促進したことがあるという点

だ。勤労所得(総合課税)を金融所得(分離,果

税)に転換するスト、・クォプションの肥大化や,

パートナーシップ(組合)を活用して減価償却

を前倒しにして人為酌な投
連

失を作るタックスシェルタ第

165 ーが産業として大きく成長
期

をとげたのである

独税回避の放置は.国民ノ、

のモラルをむしぱ人ノでぃ

くレーガン大統領は.税

制を「日々繰り返される路

上強盗」に讐えた(前掲

誓)。トランプ大統領は.
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だ」と返答した。「貧圈綱

は脱税し.待裕埼は租税回

避をする」という考え方が

聾延し.これが洛差拡人の

もう 1つの原囚だという

もちろん税引前の所得分配にも大きな原Wが

ある。ウィナー・テイク・オール文化や.イノ

ベーションの果実がアイデアや盗本の出し手に

染中する仕,組みは. AI.の発達てますます強周

になっていく。

幸いわが国は所得税制もそれなりに構築さ

れ,分断を招く格差はみられない。しかし最近

では中問局が二分化し,富谿考も増力1ルつつあ

る。 OECDやIFAの会議で伯知の欧米の学者に

会うと.わが国の租税回避成剛の遅れがよく稀

題になる。英廷1が20年近く前1こ導入した汐ツク

スシェルターの毅務的朋不制空の導人椛詮すら

進んでいない穣税風避防、止に向けて早急、に議

胎を始め対応していくことがわが風社会の安定

につながっていく

4'

納税の回避を指摘された
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